
　

わ
ず
か
３
カ
月
で
４
倍
近
く
も
原
油
価

格
が
高
騰
し
た
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ま
で
安
価
な
石

油
に
依
存
し
て
い
た
日
本
経
済
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
苦
い
経
験
を
踏
ま

え
、
省
エ
ネ
を
推
進
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
を
確
保
し
よ
う
と
の
政
策
に
基

づ
き
、
78
年
に
設
立
さ
れ
た

の
が
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
だ
。
以
来
、
日

本
の
省
エ
ネ
推
進
の
中
核
を

担
い
、
工
場
や
ビ
ル
の
省
エ

ネ
診
断
、
省
エ
ネ
機
器
の
普

及
促
進
、
家
庭
や
学
校
・
企

業
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
啓
発
・

広
報
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

〝
省
エ
ネ
先
進
国
・
日
本
〞
の

実
現
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま

た
、
国
家
資
格
で
あ
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
」
認
証
の
た
め
の
試
験

や
研
修
業
務
な
ど
も
国
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
開
発
途
上
国
を
対

象
に
、
専
門
家
の
派
遣
や
研
修
員
の
受
け

入
れ
を
通
じ
た
国
際
協
力
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。
特
に
近
年
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
や
気
候
変
動
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
省
エ
ネ
を
推
進

し
よ
う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
経
済
産
業
省
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
と
連
携
し
つ

つ
、
途
上
国
の
省
エ
ネ
促
進
協
力
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
省
エ
ネ
政
策
や
制
度
、
企
業
な

ど
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
、
自
国
で

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
主
に

途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
関
係
者
を
対

象
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
研
修
事
業
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、
そ
の
主
な
研
修
受
託
機
関
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
約

７
５
０
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
各
国
で
取
り
組
む

省
エ
ネ
分
野
の
技
術
協
力
の
専
門
家
と
し

て
人
材
を
派
遣
。
さ
ら
に
、
人
材
育
成
拠

点
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
中
国
や
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
計
７
カ
国
で
支
援
し

た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー
設
立

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
協
力
し
て
お
り
、

訓
練
用
機
器
の
選
定
や
導
入
、
研
修
コ
ー

ス
の
運
営
管
理
、
指
導
、
テ
キ
ス
ト
作
り

の
支
援
な
ど
を
引
き
受
け
て
き
た
。

　

支
援
先
の
一
つ
、「
ト
ル
コ
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
機
材
整
備
や
研

修
の
運
営
支
援
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
者
の
育
成
体
制
が
強
化
さ
れ
、
研
修
修

了
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
い
う
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
設
立
段
階
か
ら
携

わ
っ
た
「
タ
イ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
指
導
者
の
育
成
に

加
え
、
タ
イ
政
府
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
者
制
度
の
改
善
と
こ
れ
に
伴
う
試
験
制

度
の
再
構
築
、
そ
の
運
営
管
理
に
協
力
。

今
で
は
、
こ
こ
で
資
格
を
取
得
し
た
人
た

ち
が
指
導
者
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
も

と
で
次
世
代
の
人
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

者
試
験
の
合
格
者
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
両
セ
ン
タ
ー
は
、
周
辺
国
か

ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
研
修
を
受
け
入

れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
中
東
や
東
欧
、
東

南
ア
ジ
ア
の
省
エ
ネ
推
進
の
拠
点
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
長
年
こ
う
し
て
活
動
し
て
い
る
と
、

昔
、
日
本
で
の
研
修
に
参
加
し
、
今
で
は

国
の
省
エ
ネ
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
っ
た
人
た
ち
と
再
会
す
る
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。
彼
ら
は
、
研
修
の
成

果
を
国
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
根
付
か
せ

よ
う
と
努
力
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
。
そ

う
し
て
時
を
経
て
一
緒
に
仕
事
を
で
き
る

の
は
う
れ
し
い
し
、
こ
の
人
々
が
さ
ら
な

る
協
力
を
進
め
る
た
め
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
国
際
協

力
本
部
の
吉
田
和
彦
・
協
力
総
括
部
長
は

話
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
０

７
年
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
中
国
、
イ
ン

ド
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
各
国
の
省
エ
ネ
を
よ

り
効
果
的
に
支
援
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー

内
に
「
ア
ジ
ア
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
。
省
エ
ネ
に
関
す
る
最
新

情
報
の
発
信
や
、
省
エ
ネ
推
進
機
関
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
ア
ジ
ア
向
け

の
新
た
な
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

　

苗
加
順
一
・
同
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
一

番
大
切
な
の
は
、
自
ら
省
エ
ネ
の
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
を
新
た
な
改
善

に
つ
な
げ
て
い
け
る
人
材
を
育
て
る
、
と

い
う
こ
と
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

現
地
の
訓
練
施
設
や
機
材
の
整
備
、
専
門

家
派
遣
、
日
本
で
の
研
修
な
ど
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い

人
材
育
成
が
必
要
で
あ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
連
携
は
非
常
に
効
果
的
で
す
」
と
、
そ

の
意
義
を
強
調
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ど
ん
ど
ん
伸
び

続
け
る
途
上
国
。
省
エ
ネ
分
野
の
国
際
協

力
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
日

本
が
培
っ
た
省
エ
ネ
の
秘
訣
を
世
界
に
広

め
続
け
て
い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
活
躍
の
場
は
、
今
後
も
一
段
と
増
え
そ

う
だ
。

省エネを推進していく
人材を育てたい

省エネ推進の中核機関として、日本国内で実績を積み上げてきた財団法人省エネルギーセンター。
その活動は開発途上国での人材育成など世界へと広がっており、
省エネ分野の国際協力において欠かせない存在となっている。

省エネルギーセンターから派遣された
専門家が、トルコの製造工場でエネ
ルギー管理者らに実地指導を行う

省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、

人
材
育
成
を
支
援

省
エ
ネ
先
進
国
・
日
本
の

土
台
を
築
く

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち
財団法人
省エネルギーセンター

「省エネ家電コンシェルジュ」が日本全国の
小中学校を訪問し、家庭でできる省エネなど
について考える省エネ出前講座の様子

ポーランド

イラン タイ
中国

トルコ

ブルガリア

アルゼンチン

省エネルギーセンターの研修プログラムに参加し、バーナーの燃
焼実習を行うポーランドの研修員

タイのエネルギー管理者訓練センターに導入された訓練用の機器
を使い、実習を行うエンジニアたち

省エネルギーセンターが
JICAのプロジェクトで協力した国
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